






要約:女性 DMD の遺伝的異質性を検討するため、DMD 遺伝子欠失の有無を DMD 遺伝子 cDNA

及び近傍のクローン化 DNA をプローブにして、臨床的に DMD と診断された女性患者 3名と

その家族を分子遺伝学的に分析した。結果は 3名中 2名に遺伝子欠失を検出しこの 2名の

診断は DMDであると確定した。これらの家族の筋ジストロフィー症の遺伝形式はX連鎖性

と考えた。残り 1名は用いたプローブに関する限り欠失がなく、且つ両親が血族婚であっ

たので常染色体劣性遺伝の可能性が残った。 


